
入館者数推移

本館 入館者数（総数）

総数 一般 児童

H30 16,319 13,593 2,726 288 56.7

H29 16,998 14,306 2,692 289 58.8

H28 18,721 15,704 3,017 294 63.7

Ｈ27 19,197 16,133 3,064 294 65.3

Ｈ26 18,233 15,024 3,209 291 62.7

大正分館 入館者数（総数）

総数 一般 児童

H30 7,289 5,086 2,203 288 25.3

H29 7,106 4,651 2,455 289 24.6

H28 7,124 4,423 2,701 290 24.6

Ｈ27 5,584 3,263 2,321 294 19.0

Ｈ26 2,984 1,680 1,304 196 15.2
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入館者数(１日当たり)

大正分館：状況

夏の天候不良により、通常の開館時よりも、来館に適さない気象状況が続いたが、イベント(クリスマス会、英語のお

はなし会、連続講座など)の開催においては、積極的に宣伝活動を行い、盛況のうちに終えることができた。通常業務

においても、来館される方への対応、図書館としてのサービス向上を

意識し業務にあたった。(職員間での情報共有の徹底や、個々人が啓発に

努めた) 結果的に前年比３％増の入館者数となった。

※(6/28-7/8)西日本豪雨、 (7/8)豪雨のため休館、

(9/30)台風24号による休館、 (10/5)台風25号

本館：状況

今年度秋から貸出冊数上限を見直し5冊から10冊へと変更した。それにともない円滑に運営できるよう、リクエスト一回

での受付上限冊数を設ける、また予約者へ予約本の連絡をついた後の取り置き期間を設けた。このことにより、混乱が出ず

よく利用されている。ただ新着本のコーナーの最新の本は常に棚にない状態であり予約などで対応しているが、窪川地区在

住の利用者で大正分館へ本を借りにいく利用者も見受けられ新刊が足りてないのではないかとも思われる。利用者が新たに

出会える本をと高知県立図書館のテーマ貸出の本を借りてコーナーを作ったり寄贈本を入れるなどして工夫した。前年比増

で15％本が多く借りられたが本の提供については今後も課題である。例年のイベントに加え、子ども司書養成講座について

は例年で一番多い9名の参加者があった。参加者人数が多くても行えるもので研修内容が薄くならないよう工夫した。職業

体験についてはこちらも例年より多く３校から依頼があり対応した。

(H29)        (H30)

利用者数 7,106      7,289

開館日数 289         288

1日当り入館者数 24.6        25.3   

前年比 103%
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